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裏紅葉賀




　夕立の後の宵。まだ薄雲の残る空から涼風が降り、温明殿うんめいでんを吹き抜けて行く。

　御簾みすを巻き上げる程の風ではなく、几帳きちょうを僅かに揺らすだけのそれは、温明殿の各局で眠る内侍ないし達の肌を、そして、傍らに寄りそう忍び入った男達の肌をひんやりと包み込む。深く、心地の良い眠りへと誘うように。

　が、ただ一人眠れずに吹く風を冷たい物だと、眉を顰める男がいた。

　光君とも呼び称され、本朝一の美しさを誇る若き公達、源氏。帝の子でありながら臣に降り、源の姓を賜った男。

　何故、こんな女ともいえない女と関わってしまったのだろうか。

　源氏は何度目かになるそんな煩悶の中にいた。

　源典侍。五十をとうに越した女。そのあからさまな目付きも若作りな衣装も、ただ派手なだけで、醜悪だとは気付かぬ女。

　そんな女とどうして同衾などしてしまったのかと、溜め息を洩らす。

　隣では、若い源氏の肉体に満足したのか、典侍ないしのすけが鼾をかいてだらしなく眠っていた。そんな姿を見るにつれ、吐き気にも似た物が込み上げ、源氏はきつく目を閉じる。
　

　これも全て左大臣一族のせいだと、自身の行状を棚上げにして。

　正妻である左大臣の娘、葵とはうまく行かず、舅である左大臣は、娘と仲が悪い婿を怒りもせず、逆に粘着質な愛情を注いで来ていた。

　娘の非を詫び、泣かんばかりに源氏に摺り寄り拝み倒す。

　あまりにも大袈裟で、しつこいそれに、源氏が少しでも眉を顰めると、何故か頬を染め、目を潤ませる。

　その様子が不可解で、ではもっと露骨に嫌な顔をするとどうなるのだろうと、声を荒げた所、舅は喜びに震えたのだ。

　縋り付いて来る舅を蹴る。叩く。位を極めた今を時めく左大臣が、惨めに這いつくばり、それでも源氏に赦しを乞い、額を床に擦りつける。

　気紛れに抱かれてみたら、左大臣は源氏こそが主上であるかのように崇め敬い、額づき、またお情けをと目を潤ませた。

　殴られても唾を吐かれても悦びに打ち震えた。そうやって耐えていればいつかまた源氏を抱けるかもしれないという欲望が透けて見え、心底嫌悪した。

　しかし最初、気味の悪いものでしかなかったそれが、いつしか源氏にとって、当り前のものになって来た。

　私は帝の子なのだから、例え左大臣でも私に頭を下げて当然だと。

　そうして奇矯な関係が左大臣と続いたが、このところ源氏は年寄り特有のしつこさに飽いていた。

　しかし、源典侍と関係してしまったのを、左大臣本人やその一家との関係のせいだとするのは、全て源氏の逃げでしかない。

　この女と同衾するという自ら起こした愚行に目を瞑りたかったのだ。

　藤壺が皇子を産んだ。おそらくは自分との子である。偽りの愛を仕掛け、戯れた一夜の結果が最悪のものとなって源氏に還って来た。

　源氏は父を愛していた。欲っしていた。亡き母ではなく父を。

　人は源氏の中に母への思慕があり、それ故母の面影を求めて、似た女はいないかと捜し、浮き名を流すのだろうと囁いていたが、それはあくまでも憶測でしかなかった。

　源氏は父を欲する余りに女を求めたのだ。　

　物心がつくか、つかぬかで死んだ母の面影を誰が覚えておろうか。

　温もりや思い出を抱いていようか。他人に等しいままこの世を去った母よりも、生きて側にいる父に幼い源氏の気持ちは傾いていたのだ。

　宮中の父の手元に引き取られて以来、父帝は、最愛の桐壺の子である源氏を片時も側から離そうとはしなかった。

　それが弘徽殿こきでんの女御にょうごの心を逆撫でた。結果、弘徽殿女御は源氏を憎んだ。

　憎悪の的であった源氏の母桐壺を亡きものにし、主上の寵愛を手に入れようとしていた目論見が崩れ去ったのだ。憎まずにいられようか。

　そんな弘徽殿のいる宮中とは源氏にとって、決して過し易い所ではなかった。それを知る父は源氏を必死に守り、愛し続けた。

　顔さえも思い出せない母よりも、愚痴ばかりを言い、源氏を悩ませた祖母よりも、肉親らしい愛情と温もりを父がくれたのだ。

　父の暖かく大きな手に頭を撫でられながら眠るのが源氏は好きだった。いつまででも父の手が欲しかった。

　軽やかな息遣いと父の体温をもっと深く確実に感じていたいと思った。が、どうすれば、自分の思うように父といられるのか源氏にはわからず、その方法を知ったのは、童殿上わらわてんじょうの美童が、父の御帳台みちょうだいの中に引き入れられた時であった。

　その当時父帝は、女達の愛憎に嫌気をさし、殆どの夜を女御も更衣も呼ばず、源氏と過していた。それがある夜、源氏を遠ざけ、侍童を呼んだ。

　そして見た。

　女に厭いた父の夜の行為を。

　深く父と結び付くその侍童に、源氏は嫉妬した。侍童と父の行為こそが、自分が父に求めていた物であると知り……。

　それでも父は自分のものであった。夜、自分ではない少年を呼ぼうとする父に、泣いて嫌だと言えば、それは聞き入れられたから。

　源氏は幸せであった。自分の言うことで、父が聞き入れないものは一つもないと。

　それを藤壺が奪った。

　どんなに嫌だと言っても、泣いても、父は藤壺を側に置くのをやめなかった。

　侍童に向けた嫉妬以上の嫉妬。その昔、弘徽殿の女御が桐壺の更衣を憎んだ以上の憎しみ。

　あまりにも深く暗い怨念だからこそ、波も立たず、それどころか、あどけないとさえ見える微笑みとなって、源氏は藤壺に接するようになった。だが、笑顔の底で源氏はいつでも、藤壺の不幸だけを願っていた。

　そうして源氏は藤壺を初め、女という女を憎んだのだ。ただ、女だというだけで、愛する父の側にいられる存在を。

　元服した自分はもう、気軽に父の御帳台の中には入って行けない。二度と共には眠れぬのだ。

　父の息子でなければ、良かった。女に生れていれば良かった。源氏はそう思い、身悶えた。　　

　女でも、飽きられればおしまいだが、いつかお渡りがあると、希のぞみが持てる。男の身、しかも息子の身では、その希すら持てないのだ。

　源氏は女を苦しめずにいられなくなった。いや、意識して苦しめようとした覚えはない。が、何処かでそんな心理が働いているのか、女を泣かす。

　父と一緒にいられなくなったやり切れなさを埋めるように、何人もの女に手を出し、所詮は代用品の女に疎む。その繰返しであった。

　ただ一人、藤壺だけは、意識して苦しめようと近付いたのだ。そしてそれが、現実となった。

　藤壺は自分との不義の皇子を産んだ。彼女はこれから一生誰にも言えぬ罪と苦しみを背負って生きるのだ。

　しかし、それは源氏とて同じであった。全てが白日に晒されれば、藤壺は父帝の寵愛を失うであろう。同時に自分も何もかも失くすであろう。

　そうして藤壺が産んだ源氏の子も、今、自分が父を父と呼べぬ身であるのと同じように、父である自分のを父とは呼べずに育つのだ。　　　　　　

　源氏は逃げた。

　何も考えたくはなかった。今も、将来も。

　少しでも気を抜くと、穴の開けたどこかから、障気が吹き付けて来そうだった。

　思いっきり馬鹿げた行いで穴の開きそうになる場所を埋める必要があった。

　源典侍。この女にちょっかいを出すくらい馬鹿げた行いはなかった。

　本当に私は馬鹿げた真似をしている……。

　自嘲する源氏の耳元で風が微かに鳴っている。

　眠れぬままの夜は、嫌に様々な物音が聞こえて来る。静かなだけに僅かの音すらも明瞭に耳に届くのだ。そんな静かな雑音の中に、源氏はこちらに忍び寄る足音を聞いた。

　誰が？　

　半身を起こす。

　まさか修理職の大夫？

　この局目指してやって来る足音に、源氏は典侍の昔の男の名を思い浮べていた。

　修理職の大夫が一番私を激しく愛しただの、長く続いただの、自慢話の域すら通り越した年寄りの述懐を源氏は典侍から聞かされていた。

　その大夫に違いないと思った。

　他に数寄好んでこの典侍の相手をするような男など、二十年前ならともかく、今はこの宮中にはもういない筈だと。

　そんなことを思いながらも、源氏はこの場をどう切り抜けようかと、考えを巡らせる。もうすぐそこまで来ている者がいるのに出て行くことも適わない。隠れるしかないと、直衣だけを持って、立ち上がった。

「今夜、私以外の方がいらっしゃると御存じの上で騙しましたね」

　ただそのまま隠れるのも癪で仕方なく、源氏は典侍にそう捨て置き、屏風の後で身体を丸めた。

「何か……？」

　心地の良い眠りを源氏の声で醒まされ、典侍は寝惚け眼を擦る。そこへ足音の主が乱入して来た。

　後音の主は自分以外の男がいるともう悟っているのか、物も言わず、手当たりしだいに几帳やその他の調度品を倒して行く。

　しまいには太刀を抜き放つ。

　若い頃、こうした修羅場を何度も経験して来た典侍でも、さすがに落ち着いてはいられなくなったのか、男に縋りついた。　

　そんな二人のさまを源氏は屏風の陰から窺っていた。そして妙なことに気付く。　

　修理の大夫にしては身のこなしが軽いのだ。

　まるで若者のそれである。

　修理の大夫は五十過ぎの典侍とは似合いの年頃である。そんな男が、こうも軽がると動くだろうか。

　さらに注意して窺っていると、焚き物の匂いが若々しい物であるのに気づく。

　それもやっと従四位下の大夫職に付いた修理が焚き染める筈もない、高価な香であった。

　この香は……。

　きき覚えのある香に、源氏は修理の大夫のふりをしている者が誰か瞬時に悟った。

　馬鹿らしい。頭中将ではないか。

　左大臣家の子息が、修理の大夫を装い乱暴な演技を続けているのだ。

　そうとわかり、源氏はほっとする。

　同時に、頭中将の悪ふざけに酷く腹を立てた。この私に対してと、唇を噛み締める。

　源氏は人を見下すことがあっても見下されたことのない男だった。誰よりも尊ばれ、崇められ、美しいと賛辞され、自身でもそれを当然だと受け止めて来たのだ。

　だから頭中将のこの行ないは、冗談とは受け取れなかった。ただの辱めとしか感じられなかったのだ。

　怒りの衝動が源氏を動かしていた。

　屏風から出るやいなや、頭中将の腕をやにわに掴み、捻り上げていた。

「全く。冗談とも思えませんよ」

　源氏は頭中将の腕を捻り上げたまま柔らかく言った。心の中はまだ平静ではない。

　だがそれを顔に表すのは恥だと感じる。

　いつでも、どんな時でも、優雅で美しい光君であろうとしていたのだ。

　人々がそれを望み、また、優雅で美しいからこそ誰もが自分に媚へつらうと知っていたから。

　その努力を源氏は今まで一度足りとも怠ってはいない。

「何、光(ひかる)君(きみ)がこちらへお忍あるのをお見かけしたものでね」

　源氏の心の奥底を知ってか知らずか、頭中将はそう言い平然と微笑みかけ、まだ自分の腕を捻ったままの源氏の手を逆に返し、掴む。

「そうおっしゃる中将こそ、今の典侍とのやり取りを見たところ、ここへはよくいらっしゃると見える」

　源氏は頭中将の手を振り払おうとした。　

　が、うまく行かない。何度か繰り返すうち、まるで子供の喧嘩のように、互いの腕の引っ張りあいが始まった。

　帯が解け、直衣のうしが乱れる。

　そんな二人を典侍は冷静には見ていられない。

　当人達にすっかりその存在を忘れられているとも気付かずおろおろと動き回り、何かを必死になって叫んでいた。

「あっ」

　源氏の口から小さな声が漏れた。

　あまりにも強い力の引っ張りあいに、お互いの直衣の袖の縫い目が切れたのだ。床にはらりと落ちる二人の片袖。

　恥ずかしい真似はしたくないと思いながらも、ついむきになっていた自分に源氏は漸く気付き、慌てて袖を拾おうとした。

　その時頭中将の声が降って来た。

「つつむめる　名や漏り出でん　引きかはしかく綻ぶる中の衣に」

　ひっそりと、そう詠みかけられる。

「えっ……」

　源氏は不意の詠みかけに、袖を拾い損ね、中将の顔を見、そして戸惑った。

『片袖が千切れて中の着衣が見えてしまったことで、隠していた貴方と典侍との関係が世間に知れてしまいますよ』

　と源氏をからかう歌であったが、中将の片袖も千切れているのである。

　くわえて、源氏をからかうにしては、妙に真面目な中将の顔付きが気になった。

「片袖のないまま着たらさぞかし人目に立って、知られてしまうでしょうね。あまりにもないことに」

　中将はなおもそう付け加えた。それも自嘲気味に。

　袖が千切れたのがもし中将だけならば……。

　今彼が詠んだ歌の意味は変わって来ると、源氏はまともに中将を見ていられなくなった。

　恋歌とも取れるではないかと目を伏せる。

　人目に立つだの、あまりにもないことだ。などさえ言わなければ、別なものと流してしまえた。

　そんな言葉があるばかりに、隠し通していた気持ちが知れてしまったとも、この気持ちを隠すのが限界で溢れ出てしまったとも解釈が出来る歌となる。

　さらには頭中将と源氏の仲が世間に知れてしまうとも取れる内容になってしまうのだ。

　確かに中将と私は……。

　源氏は唇を噛む。

　何を今更、何を……。

　そして震えた。もう昔のことと葬り去り、忘れた日々を思い出せというのかと。

　あれは加冠の前。

　父と侍童の夜の行為に悄然と淑景舎の庭を彷徨っていた夜。半ば強引に頭中将に抱きしめられ足を割られた。

　そんな幼い頃の関係を今再び持ち出す中将が赦せない。

　戯れではなく本心からであれば、何故あれから後も私を抱き留めたままではいてくれなかったのだと源氏は我知らず唇を噛む。

　私だけを見て、私だけを愛して私だけに触れていてくれれば、私の今日までの『生』はもっと違った物になっていただろうにと。

　遅過ぎる。今更知りたくはなかったと、源氏は中将を恨んだ。

　源氏の震えは止まらない。

　その後どうやって宮中で自分の局としている淑景舎しげいさに、桐壺に帰って来たのか覚えていなかった。




　　　　＊＊＊




　翌昼。




　夜は冷ややかに吹いていた風も、陽が昇る頃からぱたりと止み、源氏は眠れぬまま御帳台に横たわっていた。

　眠ろうとしても源典侍の局で交わした頭中将とのやり取りが思い出され一睡も出来なかったのだ。

　無理に目を瞑っても、何をしても思い出してしまう。頭中将が詠んだ歌を。

　誰か人の気配を感じただけでも昨夜の出来事を思い出しそうで、源氏は人払いまでして御帳台の中に篭り続けていた。

　そうまでして一人になっても、源氏は眠れない。それどころか益々思い出してしまう。


　嫌だ……。何故……。

　忘れたい。思い出したくないのに何故……。

　そう煩悶し、溜息を微かに吐き出した時、誰かの気配がした。

「御気分が優れぬとか……」

　それは頭中将の声だった。

　考えたくはないと思っていた中将の声が聞こえたせいで、源氏は一瞬幻聴だと思った。考えまいと、忘れようとしたのが却ってたたり、聞こえてしまったのだと。

　ああ、嫌だ……。

　耳を塞ぎ、源氏は寝返りを打った。そして慄然となる。

　寝返りを打った先に幻聴ではない証拠である中将その人がいたのだ。

「帯を返して貰いに来た」

　中将は帳台の布を捲くり、素早く御帳台の中に入ってきた。

「これは……」

　慌てて起き上がり、女房の失態を咎めようとした源氏だが、乱暴に中将に抱き留められ、声も上げられなくなった。

「女房は君が遠ざけたのではないか」

　中将の一言に、そういえば人払いをしたのだったと、源氏は嘆息する。

「それで、何用でしょうか？」

　下手に女房を呼ぶのも不様だと、源氏は少し気落ちを落ち着かせ、ゆっくりと中将に問うた。

「今、さっき言った筈だ。帯を返して頂きにと……」

　中将は微笑みすら見せ、言う。

　そういえば典侍の所からお忘れ物ですと、脱ぎ捨てた直衣や帯が届いたなと、源氏はぼんやりと思い出す。

　自分の物とはやや色目の違う帯が入っていたような気もすると記憶を辿る。

「ならば、その辺の女房にお聞きになったら？　女房に任せたので…」

　源氏は中将の腕の中から逃れようとした。それを中将は許さない。

「離せ……。何をする……」

　もがく。抗う。

　小袖の上に単を羽織っただけの姿だ。ただでさえもしどけない格好なのに、抗うことによって女以上の色気を醸し出して行く。

「漏れ出てしまったから……。私の気持ちが。もう隠してはおけないから……」

　源氏を抱く中将の腕に力が篭る。

　中途半端に羽織っただけの単が源氏の肩から滑り落ち、足元に絡み付く。それが源氏の動きを封じ、中将の助けとなる。

「ずっと、君を、光君だけを見て来た。君がまだ美豆良みずらにしていた頃から」

「何故……。何故……。今更……そのような……」

　源氏の脳裏にまざまざとあの夜が蘇る。

　淑景舎の庭で、桐の木の下で泣いている源氏を慰め、熱い欲望を露にして来た頭中将。

　その夜が、あの時の中将の息遣いが源氏を惑わす。

「今更？」

「そうだ今更だ。もう遅過ぎる。私は……」

　中将さえ自分を捕まえていてくれていれば、藤壺と恐ろしい罪を共有することもなかったかもしれない。そう思うにつれ、目の前の中将に対しての恨みが募る。

「忘れていたのだ。あれはただの戯れと忘れていたものを。今更ではないか…」

　戯れというには何度も中将に抱かれた。だがそれはあえて口にせず源氏は目を伏せた。

「知っている。光君が、忘れようとしていたのは。戯れと思っているだろうことも。が、ここのところの君の有様はもう……。もう……。何があった？」

　中将の問いに、源氏は身体を硬くした。

　何度も交わったではないかと詰るわけでもなく気遣われたのだ。

「いや、聞くまい。何があったかなど。ただ、見てはいられなくなった。君がいつもの光君であれば私も諦めが付いた。諦めたままでいられた」

「いつもの私であれば……？」

　もしや藤壺との関係に気付いているのだろうかと、源氏は不安げに中将を見た。

「例えば、あのおばあちゃん。君が手を出すには粋狂過ぎる……」

　中将は典侍の名を口にしたが、実際は父左大臣とのことを聞きただしたいのだろうと、源氏は彼の表情から読み取った。

　源氏と左大臣は奇矯な関係にある。

　左大臣の屋敷で源氏は妻葵とではなく義父の左大臣と同衾しているのだ。

　夜の相手をしない葵の代わりになりましょうとやってきた左大臣との関係に頭中将が気を揉んでいると、源氏にはわかる。

「だからといって今更……」

　源氏は首を振る。

「もう遅過ぎる……」

「何が遅過ぎるのか私は聞かない」

　首を振った源氏に、中将は胸を突かれたような表情になった。

　いつも精一杯に虚勢を張り、する必要もない背伸びをしている源氏が弱みを見せたと中将の目には映ったのだろう。

「何も聞かないと？」

「そうだ。ただ見ていられなくなった。それだけだ。それだけでは理由にはならないと？　今更かも知れぬ。君にとっては遅過ぎるのかも知れぬ。それでも……。今から……、今からはじまるのだと思ってはくれぬか？」

「頭の君……」

　源氏の心は揺れる。あの子供の頃の晩のように中将は私を慰めてくれるというのかと。あの時も何も聞かず黙って私の髪を優しく梳いてくれたと思い出す。

　足を割られ身体を無理矢理に開かれ、痛い思いをしたけれども、それでもあの手や熱は優しかったと。

「私が嫌いでなければ、このまま……」

「このまま？」

「そう。このまま……」

　源氏の顎を中将は手の中に包み込みこみ、そのまま持ち上げる。

　柔らかく優しく温かな手であった。父の大きな手に似ていた。女の小さな手では決して感じられない安らぎがこの手にはあった。

　このまま流されてしまうのもいいかもしれない。

　触れて来た中将の唇を拒まずに源氏は受けた。今更ではあるけれども、少なくとも今起こっていることは忘れさせてくれるだろうと。　

　求めれば拒まず、あの御息所のように恨みがましいことも言わず、あの幼子のように教える必要もなく、妻のように冷たくもないだろう。この男なら。

　源氏がそう思ったのを見定めたように口づけが降ってきた。それが癖なのか最初に軽く唇を触れ合わせ、それから下唇を軽く噛む。

　その昔と同じやり方に源氏はくすりと笑った。

「何を笑って？」

　咎めるように聞かれたが、源氏は首を振り、続けてと囁いた。唇を噛まれて擽ったかったのだという顔をして中将を促す。

　中将もまた微笑み、源氏の唇を今一度甘噛みし、再開する。

　下唇の次は上。それから唇の合わせ目を舌先でなぞりながら、源氏の小袖の紐を解きにかかる。

　故意なのか偶然なのか、紐を解く時中将の手が源氏の前に軽く触れた。それだけで甘い疼痛めいたものが背中に走り、源氏は熱い吐息を漏らす。

　息を吐いたその口腔に中将の舌が潜り込んできた。

　口蓋を舐め回され、自然と唾液が溢れる。慌てて口を閉じようとしたけれど、中将に顎を掴まれできなかった。

　ここ暫く女だけを抱いて夜を過ごしてきたから、こんな口吸いは久々だった。いつもは自分が仕掛けて、女が恥じらうのを見てきたのに、今は逆になっている。

　それが僅かな屈辱をもたらしたが、そう感じた途端、腰のあたりが重くなり、さっき覚えた甘い疼痛以上の熱が渦巻く。

　これは何？　

　と、思う間もなく、中将は唾液で溢れそうになっている源氏の口の中に自身の指を入れて来た。

「んっ……。なっ……」

　何をすると聞こうとしたが、中将の指が邪魔をしてうまく話せない。

「舐めてはくださらぬか？」

　どこか昏い笑みを浮かべ中将は源氏に命ずる。口調は頼みごとめいていたが、明らかにそれは命令だった。

「君を傷つけたくはない……」

　それはわかるが。と源氏は眉を顰めた。

　中将はこんな男だったろうか？　有無を言わせぬ雰囲気を醸し、こちらに羞恥を与えるようなやり方を好んだろうか……。

　変わっていないのは口づけの仕方だけで、他は変わった。

　それだけこの男と同衾していなかった。それだけ時が経ってしまった。

　加冠前の頃のようにただ黙って、あやされるように抱かれるわけにはいかないらしい。それとも子供だったから手加減されていたのだろうか？

　そんな思いがいくつも源氏の頭の中に浮かび消えていく。

「ほら、もっとちゃんと舌を使ってはくださらぬか」

　源氏の思考が現実にないと知ったのか中将は指で舌を摘まんで引き出した。

「んぐっ……」

　思いの外の痛さに、喉から声を押し出す。なのに中将が絶妙な加減で勃ち始めていた先端を擽られたため、痛み以外のものも身体の中に流れ込んできて、源氏は戸惑った。

「どうされました？」


　源氏の舌を解放し、中将は勃ち上がった先端を軽く擦った。そこはもう濡れていて、新たな露が中将の指の腹を汚した。

「……ふっ……」

「ああ……。もうこんなに……。悦いのですね？　痛そうなお顔をなされていたのに」

　くすくすと笑う中将が憎たらしかった。しかしそれ以上に妙な感覚が沸き起こりうろたえる。

　目の前にいるこの男の父をさんざんいたぶり悦に入っていたのに、それが今は……。と。

　そう。私は今いたぶられているのだ。なのに、ぞくぞくと背筋を這い上がるものは紛れもない悦びだ。これを否定できない。

　先端の小孔に痛いほど強く中将の爪が潜り込んできた。それなのにそれを『いい』と思い、もっととばかりに中将に押し付けている。

　いや、何も考えまい。流されるのも悪くないと思ったばかりなのだから。

　源氏は身を任せる。

　全身から力を抜き、頭の中を空っぽにする。すると、鮮やかなまでの肉の悦びが押し寄せてくる。

「あ、あぁっ……」

　熱い息を吐き、中将に両手を差し出す。それを待っていたかのように中将は源氏の足を大きく割った。

　とろとろと零れ、いまや源氏の太腿すらも濡らす蜜を中将は掌でなるようにして、源氏の双丘の狭間にまで広げる。

　そこはまだ乾いていたけれど、既に物欲しげに蠢く感覚があった。

　片手で源氏の前を弄びながら、もう片手の指で中将は確実に後孔を捉える。源氏の唾液と愛液で濡れたそれで、じらすように円を描く。

「ふっ……。……っ」

　生殺しのような快感が源氏の背に走った。

　中の肉はもう熱くなっているのに、太いもので擦られるのを期待して収縮まではじめているのに……。

　早く埋めてほしいと、源氏は軽く腰を上げる。

「腰が動いている……。指が欲しいのですか？」

　中将は後孔をなぞるだけで挿れてこようとはしない。

「あの男に抱かれて、いつでも欲しい身体におなりになったか……」

　さらにそう囁き、中将の実の父でもある大臣とのことを当て付ける。

「それが……。な……っ……」

　そんなことは聞かないでほしい。何も言わず聞かずに、することをしてもらいたい。何故中将はこうも私をいたぶるのだ……。

　源氏は悔しさに喘ぐ。

「私が欲しいと……」

　中将の指がようやく一本挿入された。熱くて蠢いていたそこにその指はとてつもない悦びをもたらす。

　さらにまた先端の小孔をこじられて、源氏は鼻にかかった声を上げた。

「私を欲していると……。言っては下さらぬのか？」

　ひとしきり源氏の中を指でかき回してから、中将はその動きを止めた。　

「くっ……。ふっ……。何故……」

　指を止める。と源氏は中将をねめつけた。

　下手に刺激されたせいで、源氏の身体の熱が上がっている。なのに一切の動きを止められてしまい、燻った懊悩だけが渦巻いてしまった。

　もっと欲しくて自然と中将の指を締め付けてしまう。それは源氏の意に反していた。

　いつも、いつでも源氏は中将に『一方的』に抱かれていたのだ。そうなるように仕向けていたのだ。

　自ら求めるなどという行為は源氏の矜持が赦さないから。

　今は源の名を持つ臣下とはいえ、元は二宮と言われる身分だったのだ。その自尊心が色濃く源氏の根底にはある。

　自分は求められる側であって、決して求める側ではないと……。

　なのに、中将は求めろと言う。そんなことできるわけがないのに……。

「私を欲していると言って下さらぬか……」

　指が引き抜かれ、その代わりに熱い屹立をあてがわれた。だがただ当たっているだけだ。

　先端ばかりを押し付け擦りつけてくる。ぬるりとしたそれが震えるほどに欲しい。ただ当てられたいるだけでも、甘い痺れが走る。

　中将とて、もう欲しくてたまらぬだろうに、挿れたくて仕方ないだろうに、何故……。と源氏は眉をきつく寄せ唇を噛みしめた。

「お願いだ……」

　懇願めいた声が耳元でする。

　そのまま耳朶を舐められ、首から肩。肩から胸と舐めあげられる。乳首を舌で捉えられ、転がされると、露がますます溢れとまらなくなるのがわかった。

　後孔も疼き、もどかしい快感に全身が塗り潰されていく。

　ああ……。欲しい……。

　源氏は素直にそう思う。

　そして……。

　そうだった。私は流されてしまおうとしたのだと、また思い出す。

　それでもまだ微かな矜持が残っていて、中将が欲しいとは言えない。

　しかしこのままでは……。とその時……。

　中将が動いた。

　我慢ならなくなったのだろう。決して挿入しようとはしてこなかったが、激しく双丘の狭間に擦りつけてきた。

　何度も何度も狭間をなぞる。

　中将もたまらなく欲しいのだ。

　だからこのかわいそうな彼のために、屈したふりをしよう。

　源氏は自分に対してのこの上もない言い訳を思いつき、掠れた声を上げた。

「あっ……。挿れて……」

　腰を高く上げ、中将の昂りに手を添えてねだる。

「早く……。欲しい……」

「あぁ……。光る君……」

　どこか泣き出しそうな声で言い、中将は擦りつけるばかりだったそれを潜りこませた。

　極限まで中将自身の露で濡れていたそれは、僅かな抵抗はあったもののぬるりと挿入ってきた。

　熱くぎっしりと自分の中を埋める陽根に源氏はあられもない声を放った。

「んっああぁっ……。もっと……」

　埋めて、満たしてほしい。何もかも忘れるほどに。心の中でそう続けて源氏は中将に合わせて腰を振った。

　

　いつ果てたのか……。

　ずるりと抜け出した中将自身を追うように、とろりと残滓が零れ出た。せめて残滓だけでも体内に留めていつまでも自分を埋めていて欲しいのにと源氏はぼんやりと、流れ出る物を目で追う。

　そんな様子に何を感じたのか中将は源氏の身体を抱き寄せた。拒む理由も見当たらず源氏はされるがままになった。

　陽は既に中空高く上がりいつの間にか止んでいた風が吹き出している。

　源氏はその音を聞く。吹く風を中将の心の臓の音を。彼の腕の中で。

　それはおそらく源氏が飽きるまでは続くだろう。

　

　いつ終わるかは、今は誰も知らない。
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裏須磨




　耳元で絶えず聞こえ、動かないざわめきがある。

　都大路に溢れ返る人々の賑わう声だと思い、源氏は慌てた。御所へ向かう車の中で不覚にも居眠りをしてしまったのかと。

　従者に起こされて、妙な揶揄でもされたらたまらない。源氏は頭を振るようにして、目を覚ました。

　しかし、視界に入ってきたのは、都大路の車の中にではなかった。見えるのはただ、質素な御帳台の絹ばかり。

　人々のざわめきと似たそれは繰り返される波の音。須磨の浦の寂しき音。

　ここは都ではなかったか……。

　源氏はいまだ慣れぬ須磨での生活に一人ひそやかな溜め息を洩らした。

　兄帝の尚侍、朧月夜との仲が露見した。罪ともいえぬその罪に源氏は自ら都落ちを決意し、須磨の浦に身を置いたのだ。

　人は嘆いた。罪人のように須磨に行くまでもないと誰もが泣いた。相手が悪かったとも囁かれた。そして、昔から仲の良くない弘徽殿の妹姫に何故手を出したのだろうかとも噂された。

　今を時めく弘徽殿の右大臣方の姫でさえなければ、源氏が都落ちする必要もなかっただろうにと。

　それらの人の声に源氏は全て背を向けた。皆好き勝手に詮索するがいいと。私は好んで今の処遇を選んだのだからと。

　本当は死んでしまいたかったのだ。父帝が崩御したあの日に。

　実の子でありながら、抱かれたいとまでに愛した父帝の死は、源氏にとってこの世の崩壊を意味していた。

　子を、公には出来ない東宮まで含めて二人までなし、若者とは呼ばれなくなる年となり、源氏は漸く父に対しての狂おしいまでの昂ぶりを押えられるようになってきていた。　

　その陰に頭中将がいる。源氏の心を知ってか知らずか、彼が源氏の狂気を抱き留めてくれたのだ。

　そうして源氏は、父帝の覚えめでたき臣下でありさえすればいい、他の者よりは多く声を掛けて貰えればよいと思えるまでになっていた。しかしそれも、父が生きているからこそ思えたのだ。

　今は、もういない。この世の何処にも愛しい父の姿はない。今玉座に座るのはあまり仲がいいともいえない兄帝なのだ。

　源氏は絶望した。あまりにも速やかで自然な絶望であった為、暫くは何も、悲しみすら感じはしなかった。そのせいで父の御許へ行くのも、出家をするのも後れを取り藤壺に先を越された。

　父の一周忌の法要開けの日、俄に藤壺は髪を切り尼となった。その騒ぎで源氏は初めて我に返った。

　何故思い付かなかったのだろう。父の後を追って彼岸へ行くなり出家すればよかったものを。何故。とただ、後悔だけが身体を締め付けた。

　しかも藤壺の出家によって、死も出家も、どちらの道も閉ざされてしまったのだ。

　実の母と『兄』に俗世を捨てられたならば、子である東宮の行く末もなくなる。藤壺に先を越された今、源氏がこの世に踏み止まり、東宮を後見するしかなかったのだ。

　源氏には藤壺の行動がただの我侭にしか思えなかった。女故の、女だからこそ許されると思っての出家だとしか思えなかった。

　自分の子、東宮を残したまま逃げて行くとしか受け止めなかった。

　源氏に東宮の後見を押し付けたにも等しい行為だと……。

　あの女は逃げた……。そして手に入れる。父と二人っきりの時間を……。

　源氏は藤壺を前にも増して恨んだ。東宮から逃げた事実だけでも恨めしいのに、藤壺は出家した結果、父だけを想い弔う一生を、誰憚ることなく出来るのだ。

　私も父帝のことだけを想い、過ごしたかったものを……。

　が、今になって出家などして人がどう思うだろうか。

　だから源氏は人が納得する形で世を捨てようとしたのだ。そして、さらには藤壺を追い詰めたかったのだ。

　父を奪った藤壺を苦しめたい。女を苦しめたい。

　女というだけでやすやすと悲しみに浸っていられる者達を不幸に陥れたかった。

　藤壺に、そして周囲の女達全てに等しく苦しみを与えたかった。

　それには……。

　昔母をいたぶった弘徽殿の妹。右大臣家の姫にして今上帝の尚侍。彼女に手を出すのが一番だろう。源氏はそう考え、その思いのままに動いた。

　そして、尚侍との関係は源氏が思っていたより早く露見し、また源氏の想像以上の効果を上げた。

　何もわざわざ流人のような真似をすることもあるまいという人々の声を心で笑い、都を立つことができたのだ。

　しかし須磨での暮しは侘し過ぎた。都にいて、我が世の春のように暮して来た源氏には何もかもが信じられないような場所であった。

　都を捨てて来ておきながら、今では、いつになったら『赦されて』都へ帰れるものかと、そればかり考えている。

　藤壺の出家を散々我侭なものと、眉を顰めておきながら、自分もまたその我侭をしているとは気付かない。

　海鳴りが忘れかけていた都大路の賑わいを思い起こさせ、源氏はなお一層辛い思いに捕らわれ、御帳台の中で僅かに身じろいだ。

「殿いかがなされました？」

　源氏の傍で寝ていた侍童が身を起こす。少年もまた慣れぬ須磨の夜に、深く眠れずにいたのだろう。微かとも思える源氏の動きに気付いたのだから。

「起こしてしまったか」

　自分と共にさえいなければ、とうの昔に加冠を済ませてもよい年頃の少年に、源氏は憐れみの瞳を向ける。

「いえ、起きておりました」

　源氏に気を遣わせまいとしてか、侍童は精一杯の笑顔を見せる。つられたように源氏も笑い、侍童を引き寄せた。

　途端、抵抗にあう。形ばかりの抵抗とはいえ、初めてのそれに源氏は戸惑う。

「いかがいたした？」

　泣き止まぬ子供をあやすように源氏は囁く。

「もう……。私はお側に侍れる年ではないと……」

　侍童は目を伏せ、いくらか頬を染めた。つい今し方、とっくに加冠を済ませてもよい筈の年と、憐れみの視線を落としてしまったのがいけなかったのかと、源氏は新たな憐憫の情に捕らわれる。

「気にするな……と言っても無理なのだろうか？　けれども男ばかりでここへやって来たのだから……。誰も貴方のことも私のことも責めたりはしないものを」

「明石の……入道の姫君の話を聞きました……。殿はお断わりになったと聞きましたが、折角のお話です。お受けになったらと……。私のような者ではもう……。源氏の君ともあろう方がいくらこのような土地に身を置いているとはいえ、男ばかりで女君の一人も置かずにいるのは……」

　すねたように横を向き、侍童は僅かに口を尖らせて語る。源氏の寵愛を受けていたい。が、自分の年も気になる。そんな心の揺れが表れていると源氏は感じた。

「いいのだよ」

　横を向いたままの侍童の肩を優しく抱き、源氏は彼の髪の中に指を梳き入れた。美豆良みずらを解いて、背に髪を流れさせる。

「こんなに豊かで見事な髪を切ってしまうにはまだ惜しいのだし……」

「殿……」

　侍童の瞳が潤む。

　今だけの、こんな侘び住まいでこその源氏の寵愛だとわかっていても、自然と涙が出て来るのを堪えられないのだろう。

「それに女はね、うるさくて厄介で、疎ましいだけだから……」

　純な侍童に打たれ、源氏は本心をちらりと覗かせる。　

「対の方様のことも疎ましいのですか」

　侍童にとってそれは素朴な疑問であろう。あどけなさの残る顔で源氏を見上げる。しかし源氏は即座に答えを返せなかった。

　私は紫のことも疎ましいと思っているのだろうか。

　今まで考えたこともないそれがさざ波のように源氏の内なかに広がって行く。侍童に聞かれ初めて気付いたが、一度立ってしまった波は収まらない。

「殿？」

「ああ……いや……。何でもないよ。ちょっと思い出してしまっただけだから」

「殿……。私が余計なことをお聞きしたばかりに」

　自分の失言にいたたまれなくなったのだろう。侍童は目に見える程に顔を白くし、俯いてしまう。源氏はそれをいじらしいものよと抱き、口付ける。

　紫のことを今まで一度たりとも源氏は憎んだ覚えがなかった。この少女だけは他の女とは違うと、いや、違うようにと育てて来たのだ。

　その始まりは、父を奪った藤壺の血を引く少女と聞き、逆恨みに等しい感情で、生きながらの死者にしようと、引き取ったのだ。

　それがいつの間にか掛け替えの無い者になっていた。

　源氏は人が思っている程優しい男でもなかったが、自身が思っている程冷たい男でもなかったのだ。

　紫は、あれは……。

　侍童を抱きながら源氏は考えを廻らす。　

　しかし、館の外から忍び入る波の音に消され、答えは出ぬまま夜の中に沈むのだった。　　　




　　　＊＊＊





　夜の中誰かが泣くような声を聞き、頭中将は寝床から這い出し、庇に出た。

　誰かの泣き声だと思ったものは、猫の声で、釣り灯篭の明かりに照らされている庭を横切っていく。

　こんなことが……。

　昔もあったような気がする。あの時は猫ではなかったが……。

　中将は切ない懐かしさに心を揺るがし源氏とのことを思い出す。

　微かに誰かがすすり泣く声に気付き、頭中将となったばかりの若者は足を止めた。

　桐壺の東、宣耀殿にいる女房の局に忍んだ帰りだ。

　ようやく桜が咲き始めたばかりの早朝は肌寒く、誰もがまだ夢見心地の頃あいだ。

　こうして起きて歩いているのは自分と同じく、女の元から帰る男達だけだろう。

　この泣き声も男との別れを惜しんだ女房がどこかで泣いているのだろう。そう思ったが、すすり泣きが聞こえてきたのは、桐壺と宣耀殿を繋ぐ渡殿のあたりだ。

　よくよく聞くとまだ幼子の声で、さては光君かと、そっと近付いて行った。

　つい先頃臣籍降下された二宮。源氏の姓を賜り、その呼び名通りに光耀く童だ。

　二宮でなくなった自分の身を嘆いているのかと思ったが、まだ十の子供だ。己の将来を深く考え悩んだ挙句に嘆いて泣くだろうかと、中将は訝しんだ。

　それに何よりも、いとも悲しげに泣く子供を抱きしめて慰めたい衝動に狩られ、中将は声のする渡殿に歩を進めた。

　近付いてくる足音に気付いたのだろう、光君が顔を上げて、中将にいきなり抱きついて来た。

「お父様、やっぱり私をお見捨てではないのですね」

　そう泣き笑いの声で言って、光君はまだ細い手でぎゅっと中将の直衣の背布を掴んだ。


「あんな童殿上の子より私の方が綺麗だし、愛してくださいますよね」

　光君は中将を誰かと……、いや、どうやら今上きんじょうである父帝と間違えているらしいと、その一言で中将は悟った。

　寵愛していた桐壺更衣、すなわち光君の母が亡くなってから、今上は女に厭いたのか、侍童を寵愛しはじめた。

　今夜もどこかの童殿上の子息が清涼殿に呼ばれたと中将の耳にも入っていた。

　ついさっき抱いていた女房からもその話が出た。

　光君とばかり添い寝していらしたから、女よりは童がよくなったのかもしれない。まさか親子でそんな関係にはなりはしますまい。けれど、童のほうが今上もお気が楽なんでしょう。

　などと下世話な話を聞かされていたのだ。

「お父様、お父上……。私を迎えに来てくださったんですよね。私も……、あの童達のようにお父上をお慰めできますか？」

　まだ人間違いだと気付かずに訴える光君に、中将は俄かな劣情を抱いた。

　元々中将の心は揺れていたのだ。もし宮の身分ですらなかったら、美しいこの子供を己の侍童にしたいくらいだと。

　いや、それはおそらく他の公達も考えていたことだろう。

　男も女も光君を手に入れたいと、誰もが思っているはずだ。

　今なら手に入れられるかもしれない。

　どうやら父帝と侍童がしていたことを盗み見て、漠然とながらもどういう行為かを悟ったであろう光君だ。

　本当に今なら……。

　中将の鼓動が早くなる。

　そんな付け入るような真似は駄目だ。という気持ちがあるものの、欲望は抑えられず、理性が負ける。

　中将とて加冠を済ませたとはいえまだ十代半ばの少年なのだ。本物の大人のように己を律するのは難しかった。

「二宮様。光君……。私をどなたとお間違えか？」

　その声に光君の肩がぴくりと震え、慌てて中将から飛びのこうとする。

　それを赦さず中将は光君を抱き上げ、桐壺の開いている局に入った。

　そうしてまだ幼い身体を半ば無理矢理開いたのだ。

　あなたの父君がなされているのと同じことだ。このように侍童は今上をお慰めするのだ。　

　そう耳元で囁き続け、結果光君は苦悶の表情を見せながらも中将を受け入れた。

　それから何度光君を抱いたであろう。特に藤壺が入内じゅだいしてからの光君は心がすさんでいて、決して自ら口には出さなかったがいつでも中将をその目で誘っていた。

　妹の葵の婿となってからも、つれない葵よりは中将と過ごす方が楽だと言って憚らなかった。

　さらには中将の父左大臣とまで源氏は歪んで屈折した関係を持った。それを垣間見た時、中将の心にこれ以上はないほどの嫉妬の感情が吹き荒れた。

　何故源氏はこの私だけを見てくれないのかと。

　そして中将は気付いた。

　光君が成人し、もう光君と呼ばれなくなった年齢になっても、あの晩のように父帝を慕い続けていると。

　おそらくそのせいで年の近い父左大臣との関係まで受け入れてしまったのだろうと。

　おまけに源氏が父帝の周囲にいる女達を憎んで、いや、女そのものを憎んでいると知ってしまった。

　憎んでいるからこそ、あちらこちらの女に手を出してはからかって心に傷を与えているのだろう。

　そうとしか思えない。

　自分のこの考えは間違ってはいないだろう。

　もう猫がいなくなった庭をぼんやりと見つめ、中将は溜息を吐き出す。

　源氏は今、どうしているであろうか。須磨に自ら退いたかの人は……。

　唐突に会いたいという欲求が中将の中に生まれた。

　会ってもう一度この手に抱きしめたい。抱きしめても抱きしめても、源氏の心が自分にはなく、今は亡き先帝の上にあるとわかっていても、身体だけでも己のものだと確かめたかった。

　自分は本当には必要とされていない。源氏が求めているのは先帝のみだと改めて知らされるとわかっても、彼が欲しかった。一時でいいから共にいたかった。

　源氏は心から愛しいと思ったただ一人の男だ。その男の側に駆けつけたい衝動は止まない。

　そして、求められてはいないと知っていても求めて欲しい。という懊悩が募るばかりだ。

　今までも源氏は本当の意味で自分の物にはならなかった。そしてこれからもなるとは思えない。


　会いに行ったところで、結局自分の上に源氏の心がないと絶望する結果になろうとも……。

「だれぞ馬を！」

　気付いた時中将はそう声を上げ、須磨へ経つ準備を始めていた。





　　　　＊＊＊





　吹く風に潮の匂いが混ざっている。潮騒も聞こえてくる。

　当初は生臭いとも感じた風の匂いや、焦燥を掻き立てるような潮騒の音も、ここのところ少し慣れてきていた。

　その慣れを好もしく思うわけではないが、これはこれでいいと源氏はぼんやりと外を見つめる。

　そうやって潮の匂いと潮騒だけを聞いていると、何も考えずにいられた。

　これからのことも都の紫のことも……。

　侍童に聞かれて以来、ふとした拍子に紫を思い返しては、頭を振り、美しいけれども寂しさしか広がらない須磨の景色を見続けていた。　

　そしてわざとのように今は三位の宰相中将となった男を思い出して過していた。

　初めて自分を抱いた男。何も聞かず、女のように恨み言も言わず、ただ現実を忘れさせてくれる快楽だけを与えてくれた男。

　中将との思い出は亡き父帝との思い出にも繋がる。中将とのそもそもが父帝の夜の御座から追い出されたのがきっかけで始まったからだ。

　彼は自分の中にある父帝に対する想いに気付いていたのだろうか。知っていながら私を抱いたのだろうか。

　私がどれだけ父帝を慕っていたかあの男は……。

　源氏は在りし日の父帝から頂いた御衣おんぞを手元に引き寄せ、肩にかけた。

　中将を思い出すのと同時にそうして、父と共に宮中にあった幸せな日々のみを追想する。

　そのまま源氏は粗末な簀子縁の端近に坐り、見るともなしに海を見ていた。

「都をお想いになってか？」

　その視界に、声と共にここにあるべきではない人物の姿が唐突に入って来た。

「何を死人でも見たような顔をなさっている」　

　その人物は続けて言い、簀子縁よりも粗末な竹垣を開け庭に入って来た。

「まさか……」

　目の前に立つ人にただそれだけの声しか源氏はあげられなかった。

　都にいるとばかり思っていた懐かしい人の顔を信じられぬ面持で見続ける。

「あの侍童を怒らないでくれ。何度も私が来ていると君に声を掛けていたのだけれども、まるで心ここにあらずなのだから。君の心を呼び戻すにはもう私が直接声を掛けるしかないと思ってね」

　かつて頭の中将と呼ばれ、呼んでいた人が源氏に微笑み掛けていた。その微笑みと中将の声に源氏はまさしく現実に呼び戻され、自分の後ろで小さくなっている侍童を認めた。

「悪かったね。もう退がっておいで」

「はい」

　怒られはしないかと小さくなっていた侍童であったが、源氏の常よりも柔らかい声に、自分の声すらも柔らかく弾ませ、退がって行く。

　それと入れ違うようにして中将は簀子縁から直接上がってきて、源氏の側らに座った。

「どうしてここに……」

　まだ幾分信じられぬと、源氏は目を瞠って中将を見る。父との幸せだった日々に繋がる男に視線を這わす。

　さらには、確かめるように中将の衣に触れた。触れたそこから、独特の香の薫りと都の幻影が立ち上った。

「君のいない都など、私には闇でしかない……」

　まだ中将の衣に触れていた源氏の手に都の匂いのする人は逆に触れて来る。

　源氏は慌てて引っ込めようとしたが、中将は捉えて離さなかった。しばし無言の攻防が続き、ついに源氏は中将に搦め捕られた。その肩から父の形見となった衣が滑り落ちる。

「御衣が……」

　中将の腕の中から脱出するよい口実が出来たとばかりに源氏は囁く。

　都にいた時のようにこの男に抱かれれば、嫌な現実を一時でも忘れられるだろうか。

　源氏は中将に手を掴まれた瞬間にそう思ったが、自ら望んで抱かれた覚えは一度もなかった。ないと思っていた。だから彼の腕から逃れたい。逃げなければいけなかった。

　昔からいつもそうして抱かれていたから。

「わかっている。けれどもただの衣が何の慰めになる」

「ただの衣ではない。これは……」

　ただの衣。と言い切られてしまい、源氏の中にあった、中将との昔ながらの『遊び』に対しての気持ちが、すっと冷める。

「それもわかっている」

　源氏が冷めてしまったと知ったからか、それとも別の意味でなのか、何処か苦しげに中将は呷いた。

「君がいつも私に抱かれながら別な……お方のことを考えていたのも。君の求めているものが決して私でないことも……。君が都にいない寂しさは私にゆっくりと物を考える暇与えてくれたのだ」

　それは……。と源氏は唇を噛み締める。中将は全てを悟ってしまったのかと。

　中将に抱かれて父に直接愛されない寂しさを埋めてもらっていた。嫌な事柄を忘れさせてもらっていた。だが、どんなに彼の腕の中で乱れ、悶えても、源氏の身体の芯はいつも冷えていたのだ。

　何故冷えているのか、何故いつでも拒むふりをしながらも抱かれたのか、それを真剣に中将に考えさせてしまったのだろう。

「私がどんな思いでここへ来たか君は解っているのか？」

　源氏の身体はなにもかも地味で質素で粗末な館と生活の中で、か細くなっていた。その身体をきつく抱きしめられる。

　自分を抱く中将のその腕に力が籠もっていて、源氏は中将がそうすることで『光君』の名に相応しい自分に戻そうとしているようだと、ぼんやり思う。

「解っている……」

　噛み締めていた唇を解き、源氏は苦く呟く。

　世の中は今や右大臣の天下だった。そのさなかで、源氏との交流を続けるのは、我が身の不利にしかならない。

　須磨に流れて来た当初、何やかやと文を送って来た都人達からの便りが途絶えたのが良い証拠であった。

　皆、結局可愛いのは自身だけなのだ。文すらもやり取りをしない人々ばかりの中で、忍びとはいえここへ訪ねて来た中将の思いは、だから、深く激しいとわかる。

「解っていて何故つれない。やっとの思いでこうして会いに来たのに。君は……。昔ばかりを思っている。こうして目の前に生きている私がいるのに、まだ心ここにあらずでいるのか？　いられるのか？」

　落ちていた御衣を中将はそっと取り払う。亡き帝の物ですらなかったら、荒々しく投げ捨てられていたかもしれない。

「畏多いことだが君の思い慕うお方が、君に幸せをもたらしたか？」

「中将……」

　言ってはならぬことを言いましたね、とばかりに源氏は中将を睨み付けた。触れてはいけぬことに触れて来る男に、源氏は恐怖すら抱いたのだ。

　この男はどこまで私のことを知っているのだろう。藤壺との関係まで知っているのではないかと身を竦ませる。

「貴方に私の何が解ると言うのです。私の何を知っていると言うのです。ここまで来てくれたのは嬉しい。けれども……」

　静かに追憶の日々だけを送っていた源氏に、中将という現実は生々しすぎた。色々と思考するのを止めていた頭には辛すぎた。

　凪の海からいきなり嵐の海に投げだされたように翻弄され、不愉快な激情のみにつき動かされる。

「けれども？」

　中将が口を開く。源氏の激昂を宥めるような静かな声だった。

「どうやら私がここに来たのは間違いだったようだね。もっと歓迎して貰えると思っていたのに……」

　源氏を自分の腕から解放し、中将は立ち上がる。

「都の土産などは預けておきましたので……」　

明らかに帰る素振りの中将に源氏は慌てた。散々文句を言い、中将を拒みはしても、自分の侘しさを埋めてくれるのはやはり中将しかいないのだ。
「中将……」

　後を追い再び衣に触れる。その手を中将も再び捕らえる。

　君のこんな我侭は今に始まったことではない。と、言いたげに源氏の手の温もりをまさぐりながら中将は苦笑していた。

「若君の……話を聞いていない。帰るのならそれも構わぬが、息子の消息なりとも伝えてからにしてくれないか」

　素直に引き止める術を知らず、源氏は息子夕霧の話を持ち出す。

「元気にしておられる。君がこのような侘び住まいをしているとも知らず。大宮が殊の外お可愛いがわりで……。それを見て左大臣がまた大層嘆いて……」

「もっと詳しく話してはくれないか？」

　源氏は息子の話にかこつけて中将を誘い、御座所の中に通し、家人を呼んで酒の支度などをさせる。

「利発なお子でいらっしゃる」

　中将は目を細める。源氏とは違い子供好きなこの男は、血の繋がった甥でもある源氏の子を愛おしいと思っているのだろう。

　源氏が父の形見の御衣に昔の幸せを見るように、中将もまた源氏の子に光君とだけ呼ばれていた頃の源氏を見ているのかもしれない。

「それで……」

　ひとしきり夕霧の話を聞いてから源氏は東宮の消息を訪ねる。

　右大臣一派に圧され、昔程の隆盛を誇れなくなってはいるが、夕霧には左大臣家という後見がある。しかし後見であった筈の自分がいなくなったもう一人の息子は……。と源氏は俄かに心配になった。

「息災でいらっしゃる。今では、藤壺入道の宮が気丈におなりになって……。色々とご苦難もおありになるようだが」

　世を捨てたあの人が、逃げたお方が、今では世に出ているという。源氏は思わず笑い出したくなった。もっと苦しめばいいと。半ばその為に私はここに来たのだからと。

「君？」

　表に出ぬように心掛けたつもりが、現われていたのだろう。中将が訝しげな表情を見せた。

「いや……。どうやら酔ったようだ……」

　ごまかすように顔を扇ぎ、源氏は中将にしなだれかかる。

　自分のこの様子が何かを押し隠す物だと中将には見抜かれているだろうと源氏は思う。

　しかし、中将はそ知らぬふりをしてくれている。だから源氏も酔ったふりを続けた。

　中将ははおそらく、源氏の幼い頃よりの言動の陰に先帝とその后であった藤壺の入道の宮がいると気付いている。

　先帝と藤壺の幻に迷わされ脅され、私がここにいると感じているのだろうと、源氏はもう確信していた。

「君はお疲れのようだ……」

　中将はそう一声上げる。それだけで今まで一緒になって中将の話を聞いていた供人達は源氏の御前を下がって行く。

　皆、中将の一言が何を意味するか心得ている者達ばかりであった。

「侍童が随分と恨めしげな目で私を見て行った……」

　中将の声を聞いて、源氏は機敏に起き上がる。その身体を逃すまいと中将は引き寄せ、組み敷く。

「中将。乱暴な」

　源氏は非難の声を上げた。

　そして、逃げも隠れもしないのにと目で語る。

　それでも中将は不安気な様子で、源氏を放さない。

「あの侍童がお気に入りか？　侍らすにはもう年が行っていると思われるけれど……」

　嫉妬しているのかと、源氏は心の中で微苦笑する。

「あの子は可愛い。何も求めず、逆らわず、私のことだけを考えて……」

「私とて君のことだけを考えている」

「嘘でしょう？」

　源氏は信じず微苦笑を続け、ただ一言の否定でもって、中将の身体の下から逃れ出ようとした。こんな形で身体を合わすのは気に入らないとばかりに。

「嘘ではない」

　裾を踏まれ源氏は中将に両肩を押えつけられた。

「その証に私は今まで……」

「今まで？」

　源氏は挑戦的な瞳で中将を見上げた。源氏を組み敷く中将の手の力がわずかに抜けて、源氏は容易く中将の腕の中から逃げ出した。　　

　源氏は中将の燠悩を薄々感じていた。そうと感じていながらも中将に求め続けて来たのだ。ただ、一時でいいから忘れさせてくれと。

　今夜も源氏の内にあるのはそれだけだった。この詫住いを忘れさせてくれさえすればそれでよかった。　　　　　　　　　　　　

「今まで、何でしょう？　今まで貴方は何も聞かなかったのに……。これからも何も聞かない……。そうなのではありませんか？」　

　そう逆に聞き返すと、否定も肯定も出来ぬのか、中将はそっと己の手を握り締めた。

　その様子を見て源氏は形のいい眉を少し顰める。

　まるで握り締めた拳の中に私を押し倒し、血を流すまで抱き、苦しめ、泣き喚かせたいのを封じ込めでもしたように見えると。

　実際、この時中将は、やはり身体だけしか私の物にはならないと、瞬時に悟り、俄かに源氏に対して愛情ゆえの殺意を抱いたのだが、それは源氏の知るところではない。

　愛情と殺意は紙一重。もちろんそこには恨みも乗っている。

　そんな感情を辛うじて押しとどめているのは、中将が都に帰る身だからだ。

　都に帰りさえすれば、源氏の顔を見ることもない。声を聞くことももちろんない。源氏の一挙手一投足に心を乱す必要がないのだ。

　そうとは知らず、源氏はいつも通りの戯れを中将と続けようとする。

　中将の心が限界に達しているのを知らずに。

　あれこれと中将の心の中を詮索し、見透かしてわかっているつもりになっていても、とどのつまり、己しか興味のない源氏にとって、どうでもよいことの範疇でしかない。

　昔のように自分の心の隙間を埋めてくれさえすればそれでいいと頭の片隅で思っているせいだ。

　傲慢とさえ呼べる思考が常にある。

　こんな須磨の地に身を置いていても、私は何をしても赦される身だと、まだ思い続けていたのだ。

　かわいいのは自分の身だけ。

　愛しいのは亡き父帝だけ。

　憎いのは女達。

　源氏にはそれしかない。

　中将を決して愛しいと感じたことはない。

　中将はそれを承知で自分を抱いている。自分を愛しいと思ってくれている。

　今までも、そしてこれからも。そうに違いない。

　だから源氏はわざわざ自ら語らない。あなたにいて欲しいと。僅かな時間でも側にいて私を慰めて欲しいと。心の隙間を埋めて欲しいと……。

　今まで中将も、私に対して愛しいと一言も言ってはくれなかったのだから、私も何も言いはすまい。

　しかし、そんな関係をもう続けられなくなっているのを源氏だけが理解していなかった。

　中将の実情がどう変化しているのかなど、己にしか興味のない源氏には、わかりようもないのだ。

「聞くも何も……」

　一言だけ洩らして、再び組み敷いた源氏のうなじに舌を這わせてきた。

「君が聞こうとしない……。そうではないのか？　光君……。私はいつでも答えを用意しているのに……」

　直衣のトンボを外し、中将は源氏の前をはだけさせる。

　袴の紐にも手をかけ、素早く解く。

「聞く必要が私にあると？」

　笑いながら言って、源氏は脱がされてしまうのをとどめようと、形ばかりの抵抗をする。

　その自分の台詞がどれだけ中将の心を抉ったかなど、考えもせず、ただ、わざと緩い抵抗を続けて、中将の手を待った。

　あくまでも無理矢理脱がされている。という体裁をとりながら、源氏は白い小袖一枚になる。

　中将はまだ直衣を着込んでいたが、前だけ寛げ、袴だけを脱ぎ捨てた姿で、源氏の両足の間に膝を入れて割ってくる。

　もうここまでくると双方ともほぼ語らず、ただ身体の欲望に従うだけだ。

　お互いに抱いても抱かれても、一番深い部分は埋まらないとわかっていても、繫がりあってしまうのだ。

　身体だけでも深く、きつく……。

　御帳台と呼ぶにはあまりにも質素なそこであったが、中将はうまくその中に源氏を押し入れ、隅に置かれたままになっていた香油を取り上げた。

　源氏が侍童相手に使っていたものだ。

　痩せてしまった身体をなんなくひっくり返し、立たせた両足の間に香油を塗った指を擦り付ける。

「ふっ……」

　久々の感触に源氏は違和感だけを覚えたが、それはすぐに愉悦へと変わった。

　それだけ中将が源氏の身体を知り尽くしている証拠だ。

「君の身体は冷えていて、心もいつも冷えているようだけれど……。ここだけは私を温かく迎え入れてくれるのだな……」

　やや熱の籠もった口調で言われ、さらに源氏の奥深くに中将の指が伸びてきた。それもいつの間にか三本に増やされ、久方ぶりとはいえ、中将に馴染んだ身体はもう開きはじめていた。

　しかし、違っていたのは、今夜ばかりは性急に中将が分け入ってきたことだ。

　昔なら、源氏が音を上げるまでじらして、泣かせていたというのに、夜が明けると共にすぐに都に帰らなければならないせいだろうか。

　源氏にはそれしか思いつかず、あまり綻んだとは言いがたい秘肉の中に中将を受け入れるしかなかった。

　苦痛と仄かな悦楽とが混じった熱い塊を深く捩じ込まれ、額に汗が滲む。

　それでも何度か穿たれ、前を中将の手で扱きあげられると、全身が性器になったように源氏は愉悦にまみれ、侍童相手に自ら快感を埋め込むのとは違う甘さにひたすら酔う。

　他人の手によって、前も後も蹂躙され、絶え間なく純粋な悦びを与えられるのが、こんなにも心地いものだったかと、甘い声を上げ続ける。

　何度達し、何度精を放っただろうか、中将が何時果てたのかもわからないまま、気を失うようにして深い眠りについた。
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　朝、まだ明けぬ内から中将は源氏のいる御帳台から滑り出た。それを源氏は、中将が世間を憚ってのことと思い、見つめている。

　源氏を思うあまりの心が憎しみに変わり、殺意すら抱き、これ以上留まることで、本当に源氏を殺しかねないと危惧しての中将の早立ちだとは思ってもみない。

「いつかまたお会い出来る日が来ると信じていますよ」　　　　　　　　　　　　　　

　高くなる陽に急き立てられるようにして、中将は帰り支度を整え源氏に別れの言葉をげる。

　会うことが出来ると信じてはいても、会ってしまったらもうおしまいだと、遠く思いながら。

　源氏はやはり中将の心など、何も気付かず知らない。束の間とはいえ、中将の腕の中で、世の中の煩わしさも己のことも忘れ、酔った。　

　それだけが満足な風で佇み歌を詠む。

「雲近く　飛び交ふたづも空に見よ　我は春日の　曇りなき身ぞ」

　源氏の歌に中将は凍り付いた。新たな殺意すら湧き上がる。

　曇りなき身ぞなどと、罪などないと、どこをどうすればさらりと歌えるものかと、叫び出したくなった。

　この私をこんなに苦しめているのに、何もなかったような顔がよくできると。

　源氏は微笑んですらいる。その微笑みの下に中将は見ていた。源氏の罪を。

　自分だけではなく、陰のない微笑みに騙され、泣いている者達の血を。

　しかし中将は知らない。源氏の本当の罪を。そしてまた、源氏も罪だとは認めていなかった。いや、認めたくなかった。藤壺との関わりを。

　知るはただ神のみ。

「たづかなき　雲居に独りねをぞなく　翅並べし　友を恋ひつつ」

　別れるのが辛い。独り寝は寂しい。泣いてしまう。それでもあなたを想っている。

　そんな内容の返歌を中将から聞き、源氏は満足そうな微笑みを浮かべ中将を見送った。

　その歌に籠められた中将の愛憎も知らずに。




　須磨の浦の春はこうして訪れ、空にも中将の心にも嵐の種を植えつけるのだった。

　が、真実、心を嵐に揉躙されていたのは、帝であったのかも知れない。

　帝と言う名のみばかりの座を手に入れ、他の諸々を源氏に掠め取られて行くのを指を咥え見つめるだけの男。

　にもかかわらず帝であるが故に、源氏に何をされても、ただ黙って堪え赦すしかなかった兄。

　あるいは帝こそが一番源氏に殺意を抱き、心の嵐に身を委ねる権利を持っているのかもしれない。しかしそれは今は誰も知らない。知らないままに年月は経ち……。

　

　須磨から明石へ、新たな女の身に不幸を与えるべく源氏はさすらい、再び都へ戻る日まで海鳴りばかりを聞くのであった。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏須磨　完







裏明石





　雨の音が止まず、朱雀帝の耳を煩わす。屋根に、階に打ち続ける雨が、激しく恐ろしく、内裏だいりに響きわたる。

　雨の音だけではなく次第に強く吹く風も恐ろしく、内裏内にいる人々の心に不安を植えつけていた。

　何故こんなにも毎日毎日恐ろしい天候が続くのか、これはあるいは帝の……。

　内裏の内外で恐ろしい空を見上げてはひそかに囁く声が上がっている。

　誰もはっきりと、この空模様になっている理由を語りはしない。

　あの、光り輝く方が都におられないからだ。

　光る君を都から追い払うからだ……。

　謀反の疑いなどおかけになって……。

　誰もが口にこそ出さないが心の中では帝のせいだと噂し合っていた。

　それらの声がさらに帝の耳を煩わす。

　私がいけないのか……。私に帝としての力が備わっていないから……。

　光る君を……、源氏の大将を……。

　あの方に謀反などあるわけがないのに、主上は嫉妬に狂って光る君を追放なされた……。　

　誰もがそう自分のことを蔑んでいるようで、朱雀帝はいたたまれなくなる。　　　　　

　私が嫉妬で……。

　朱雀帝はこの暴風雨の夜も自分に侍り、雨風の恐ろしさに不安の表情を見せる朧月夜の横顔を盗み見た。

　朧月夜尚侍おぼろづきよのないしのかみ。

　源氏に愛され、朱雀帝にも愛された女は、外の天候に不安を見せながらも、他の女達のようにうろたえ騒ぐこともなく、気丈に朱雀帝の側に侍り続ける。

　源氏も朱雀帝も彼女のその気丈さを愛した。女々しいところの少しもないその毅さを愛した。　

　その結果が……。

　女の取り合い……。兄弟で……。

　誰もがそう思っている。誰もが……。

　朱雀帝は深くため息をつく。

「主上？」

　尚侍に声をかけられ朱雀帝は我に返る。ため息を気づかれたのだと、苦い思いを心の内に秘めたまま首を振り、何でもないと示して見せた。

　そしてふと思う。

　私は本当にこの女を愛しているのかと。

　源氏の女だから欲したのではないのかと……。　

　眠れぬ嵐の夜の中、朱雀帝はそんな物思いに鬱々としながら浅い眠りの中に落ちて行く。

　深くなる眠りの中の朱雀帝の前を美しい子供が走り過ぎて行く。

　美頭良に結った髪が愛らしく、あたり一帯に光を降り注ぐような少年。

　あぁ、光君だ……。

　光君の……昔の夢を見ている……。

　愛らしく誰にも愛される私とは正反対の光る君……。

　そういう弟を持ってどれだけ幸せで、誇らしく喜びだった事か……。

　どれだけ羨ましく、妬ましく悲しみだったか……。

　春宮(とうぐう)の自分よりも敬われ、桐壺帝に愛された光君をどれだけ……。

　嫉妬した……。

　父の愛を、臣下の愛を独り占めした光君に朱雀帝は嫉妬したのだ。

　私も欲しかった……。愛が……。

　けれども父が私にくれたのはたった一つ、天皇の座だけだった。

　心底欲っしたのはそんな物ではない、父からの愛だったのに……。

　だから嫉妬した……。

　父からの愛だけではなく、臣下からの愛も、朧月夜をはじめとする女達からの愛も手に入れた光君に。

　朱雀帝は己の心の中にあった嫉妬に気付き、震える。

　そうだ嫉妬だ。お前は何と醜い動物か……。天子にあるまじき醜い心の持ち主だ。

　誰かの声が朱雀帝を罵っていた。

「誰だ！」

　声に出して朱雀帝は飛び起きる。

「誰だ！」

　朱雀帝は叫ぶ。が、どれだけ叫んでも自分の声が跳ね返ってくるばかりである。声の主を捜そうと周囲を見回しても闇。

　闇。闇。

　黒い空間だけが朱雀帝を取り囲んでいる。

　側で寝ていたはずの朧月夜の姿さえ見えず、朱雀帝は一人漆黒の中に閉じ込められていた。

　弟を妬み、嫉み、ああ、醜くや……。

「誰だ！　誰が……。この私に向かって……。私を誰だと……」

　声のする方に目を凝らし朱雀帝は叫ぶ。

「私は帝ぞ！　私は……！」

　叫んだ闇に、闇の黒より黒い物がわだかまっているのを朱雀帝は視た。

　帝だと？　本物の帝なら何ゆえのこの天候だ。

　本物であればこの雨風もすぐに止むだろう。

　いや、本物でないから天が災いを呼ぶのだ。天罰だ。

　闇の黒がもぞもぞと動き、何かの形を取り始めた。

　お前が帝でなどあるものか、せっかく、せっかく……。

　声は続く。気味の悪い動きを取りながら、徐々に人の形を成し、そして……。

「父上……！」

　亡き桐壺帝の姿に朱雀帝は凍りつく。

「私は……、私は……」

　言い訳をしようと口を開く。しかしそれは果たされなかった。

　自分を見詰める父の瞳に漲る怒りの色を見て、朱雀帝は何も言えず竦み、ただ、ただ、震えた。

　見つめるというよりは睨みつけてくる父帝。

『愛を与えそこなったったからこそ、せめてもの帝の地位を渡したものを……』

　父の言葉が聞こえた。耳にではなく脳の中に直接響く。

　それがお前に対する私の愛情表現だったのにと桐壺帝はさらに瞳で語った。

　そんな……。父上今更……！

　朱雀帝は声にならない声を上げる。

　それが愛情だったと、そういう形で愛情を示したと今更言われても遅いと、叫んだのだ。

　そうとわかっていれば、こうも嫉妬し、悩んだり羨んだりはしないと。

　母弘徽殿の言いなりになって、光君を都から追放するようなまねはしなかったと。

　もう、もう今更だ！　

　朱雀帝は叫ぶ。叫び続け、涙を流し続ける。


　父の鋭い視線に射抜かれた痛みと心の痛みに泣き続け、闇以外の何物をも見ることのない世界に堕ちて行った。
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　愛してやまぬ弟。憎くてたまらぬ弟。

　それが今、朱雀帝の目の前にいた。

　激しい風雨の夜、亡き桐壺帝の影よりも黒い姿を見、その瞳に睨まれて以来朱雀帝は目を患っていた。

　その痛む目をうっすらと開け、朱雀帝は久方ぶりに弟を見る。

　桐壺帝の影に怯え、漸く都に呼び戻した光君……。源氏の大将を見る。

「あぁ……」

　弟としてではなく臣下の礼をとって自分を見詰める源氏に朱雀帝は掠れた呻き声を漏らした。

　久々に見た源氏の美しさに声を上げずにはいられなかったのだ。

　どこか窶れ、陰りを帯びた所があるが、それが源氏の美しさを一層引き立てているようで、朱雀帝は心を痛める。

「主上？　御眼おめが……」

　源氏は腰を浮かせ兄に駆け寄ろうとし、すぐにやめた。

　自分は弟ではなく、今上の臣下なのだ、馴れ馴れしい真似はするまいと、座り直したようだ。

　かわりに人を呼ぼうと口を開きかけたのを見て、朱雀帝は手を軽く振った。

「大丈夫だ……。せっかくこうして久しぶりに二人だけで会っているのだ、余人を介したくはない……。呼びたくもない……」

　もとより側には誰もいなかった。あらかじめ、人払いをしていたのだ。

　帝と臣下としてではなく、兄弟としての積もる話をしたいと強く思ったからにほかならない。

　が、眼の前に現実の源氏を見てしまうと心が揺らぐ。

　嫉妬だけで都を追い、こんなにも源氏を窶れさせてしまったと苦いものだけが朱雀帝の心を捉え、新たな嫉妬すら沸き上がってくる。

　桐壺帝の影に怯えた夜、朱雀帝の心は闇に堕ち、暗く閉ざされたままだったのだ。

　光り輝く自分の弟を見、親しく話す事で、あるいは自分の目にも、心にも光を取り戻せるかもしれぬと思ったが、全て裏目に出る。

　憎くて恋しい弟。

　愛してやまず、手に入れたくてたまらず、手に入らないのであれば……。

「主上？」

　顔色が優れぬと心配したらしく、源氏は微かに眉を寄せて声をかけてきた。

　朱雀帝の心の中に黒い闇が蟠っているとは知らない彼は、心底朱雀帝の身体を案じているようであっる。

「主上？」

　すぐに返事をしなかったせいで、もう一度声をかけられた。

「ああ、すまないね……。本当に久々だと、なんだか言葉もない程でね」

　朱雀帝はふつふつと沸き起こってくる源氏に対しての破壊的な衝動を抑えようと一人戦っていた。

「主上、私こそ言葉もない程に……」

　そう答えた源氏の瞳から涙が一筋流れ出た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　無事に都へ戻って来た。官位も元通りにこうして帝と対面を果たしている。

　源氏の涙は、ただ、ただ、その喜びからの涙であったが、それを見る朱雀帝にはそうは映らない。

　何をそらぞらしい涙を……、言葉を……。　源氏が何をしても言っても、朱雀帝は嫌味として捉えて仕舞う。

　嫉妬と憎しみが、何もかも歪めてしか受け取れないようにさせているのだ。

「そうか……。言葉もない程に……。私が憎いか？」

　歪みが朱雀帝に言わせていた。

「主上？」

「尚侍を奪い、官位を奪い、都から追放したこの私が憎いのだろう？」

「主上！」

　弾かれたように源氏は立ち上がり、辺りを憚りながら朱雀帝の元に寄る。

「主上。いかがなされました？　物の怪が、物の怪が言わせているのですね？」

　人払いがしてあるといっても、大声を出せばすぐに聞こえる。

　主上が大声を出して取り乱す。それだけでも憚りがあるというのに、その口から出た台詞は憚りどころか、あってはならない内容であった。

　源氏が慌てたように朱雀帝の御座近くまで来るのは無理もないことだ。

「物の怪？　物の怪などついてはいない！」　

　朱雀帝の声が一際高くなる。源氏は思わずその口を自身の袖で覆った。

「主上。主上。お鎮まりを……」

　朱雀帝は源氏に半ば身体を抱えられて御帳台の中へ押し込められた。

「主上、どうかお鎮まりを……」

　朱雀帝の耳元に源氏の唇が寄せられた。

　今の朱雀帝は女の悋気に似ていると源氏の本能が教えでもしたのだろう。

　ひたすら優しく、女にされるように朱雀帝は肩や背中を撫でさすられた。

　そうやって宥めるのが源氏のやり方なのかと朱雀帝は苦笑する。

「物の怪でないのですね？」

　だから、そう耳元で囁かれた時、朱雀帝はもう大声でわめく気もなくなっていた。

「もう……。そう思いたくば思えばいい……」

　苦笑から自嘲の笑みに変え、疲れがひそむ声を出す。

「主上何をおっしゃいます……」

　あきれているだろうか？

　女ではなく、今度は子供をあやすように背中を叩かれ、朱雀帝は弟の顔をちらりと見た。

　しかしその美貌からは何も伺えない。

「物の怪が来のだ……」

　何をどう言っていいのかわからず、朱雀帝は吐き出す。

「主上？」

「私が醜いと罵ったのだ……。私は……」

　そこまで言って朱雀帝はあの夜を思い出し、気味の悪さに身を震わせた。

　そして、間近に見える源氏の美しい顔にうろたえ戸惑い嫉妬する。

　源氏はこんなにも美しいが、私は醜いと。やはり私は醜い嫉妬の塊の化け物でしかないと……。

　なれば……。やはり私は物の怪かと……。

　破壊的な衝動がまた朱雀帝の中に沸き起こる。

　私は天子などではない。どうせ醜い物の怪ならば、何をやっても……。何をしでかしても……。

「いいのか？」

　まだ痛む目をしっかりと見開き、朱雀帝は睨むように源氏を見据え言う。

「はっ？」　　　　　　　　　　　　　　　

　問い返す源氏の頬を指でなぞる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「こんな私にそう優しくしていいのか？」

「主上何を？　いいのかとおっしゃいますが、弟でもあり臣下でもある私ですよ」

「ではいいのだな？」

　朱雀帝は言いざま、自分の肩や背にかかっていた源氏の腕を引き、身体を入れ替える。

　そして逆に源氏の身体を自分の身体の下に巻き込んだ。
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　ただ宥め、少し落ち着かせるつもりの行動が、朱雀帝の何かに火をつけてしまったと、源氏は組み敷かれたまま呆然と相手を見上げていた。

「返事がない……。いいのだな？」

「主上！」

　狂ったように濁った瞳でもう一度聞かれ、さすがに源氏は大声を上げた。が、これはさっきにもまして憚られること、由々し事態だと思い至り、慌てて口を噤んだ。

　何が原因でこのような振る舞いに朱雀帝が及んだのかわからなかったが、逆らえば兄は益々逆上するだろうとわかっていた。

「私の中には物の怪が棲んでいる。嫉妬という名の物の怪が……」

「嫉妬？」

　いきなり何の話だと、源氏は聞き返す。

「亡き父に愛され、女達に愛され、他の誰からも愛され……。私は……。私は……」

「主上それは……」

　源氏は朱雀帝が何を言いたいのか容易に察しがついた。くっと喉奥から笑いが漏れそうになる。

　それを押し込め、源氏はうっすらとした笑みを浮かべた。

　この人もまた父の愛を欲していたのか……。　

　この人もまた私のように父の愛の為に嫉妬の中に身を置いていたのか……。

　同じ苦しみを感じていたなど、笑うしかない。

　笑いの衝動が引っ込むと、哀れみにも似たものが心の中に広がった。

　女であるということだけで父の寝所に侍ることができる女達を源氏は憎んでいた。

　父を愛しているあまりに女を憎んだのだ。

　同様に兄もまた、この自分を憎んだのだと、源氏の中に哀れみが広がる。

　全ての『力』を手中にした兄でも、たった一つ手に入れられないものがあったのかと、哀れむと同時に再び乾いた可笑しさが込み上げ、ひきつったような笑みがその顔に広がるのを源氏は止められなかった。

「何が可笑しいのだ？　私が可笑しいのか？」

「兄上……」

　源氏は主上とは呼ばず兄上と声に出す。

　この人も私と同じ、血を分けた兄弟だったのだ。同じ悲しみと寂しさを共有していたのだ。

　だから主上ではなく兄上と呼びたくなった。

「可笑しいのではないのです。悲しいのです」

　源氏はそう訴える。

「悲しい？　では私を哀れんでいるのだな。醜く愚かなものよと、哀れみ、それで悲しいのだな……」

　唇を震わせた、朱雀帝が乱暴に源氏の袍を乱し、石帯を解いてきた。

「兄上！」

　思わず声を上げる。が、抵抗はしない。相手は兄であり、天子なのだ。どうして抵抗ができようか。

「お前を壊してしまいたい。お前が誇らしく喜びで、だが苦しみだった。痛みだった。そんな苦しい思いはもうしたくないのだ。父上がお前だけを愛してやまなかったのが今はとても……」


　そうではないと、源氏は心の中で朱雀帝の言葉に反論する。

　父が愛してやまなかったのは結局私の母一人。私を勝手に産んで勝手に先に死んだあの女一人なのだ。

　が、今ここでそれを言っても詮ないと源氏は言葉を呑み込み、他の全ても呑み込んだ。　　

　そう。呑み込んでしまえばいいのだ。　

　食物を呑み込み食べ、排泄するように何もかもを呑み込み食べ、流してしまえばいいのだ。

　そして自分も流れて行けばいい。

　何も考えず、何も求めずただ時間の流れのままに行く当てもなく……。

　そうすれば苦しむことも憎むこともなくなるだろう。

　源氏はそう思い、自分の身体を乱暴に引き裂こうとする朱雀帝に微笑みかけた。

　兄上もさあ、流されましょうと。

　成り行きに任せ、何も望まず何も期待せず夢見ずにいれば、憎しみも苦しみもなくなるのですと。

　だが、それができれば互いにこうも苦しんではいないだろうと源氏は遠くため息をつき、いまだに耳の奥で鳴り止まない須磨の潮騒を聞いていた。
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　潮騒が聞こえていたはずなのに、何故もっと猥雑な水音を聞いているのだろう。

　源氏は眉を顰め、軽く唇を噛む。

　そうしていないと、あられもない声が漏れてしまいそうだったのだ。

　水音は自分の下半身からしている。

　双丘の狭間の最奥を執拗に舌で嬲られているのだ。

　這わされ、尻だけを高く上げた姿を取り続けているのも、こうして舌でほぐされるのも、源氏にとっては馴染みのある行為だ。

　遠く須磨の地にまでやってきたかつての頭中将ともこうして契った。

　けれども彼とも違う舌使いに源氏は悩ましく、熱い息を吐く。

　舌だけでどこまで綻ぶのか試しているような、妙に執拗なそれが源氏を追い詰めている。

「ふ……んっ……」

　幾本もの皺を尖らせた舌先でなぞられ、開かれる。

　もうそれだけで充分に潤い、物欲しげにひくつくのだが、朱雀帝は指すら挿入してこない。

　全身にじれったい悦びの波が広がり、源氏は自身の熱が上がるのを感じていた。

　じわりと陽根が頭を擡げる。

　これが頭中将ならば、すぐにでも手を回してきて後ろと共に悦びを送り込んでくれるが、朱雀帝は源氏の状態に気付きもしない。

　ただひたすらに後孔の菊花を咲かせようとしている。

「……っ、主上……」

　ねだる言葉を口にしようとすると、足の間から顔を上げた朱雀帝に肩から項にかけてを舐めあげられた。

「もっと、その声を聞かせておくれ光君……、美しいその声を……」

　耳の中に直接言葉を吹き込まれ、源氏はぞくりと震えた。

　一気に快感が駆け巡り、陽根が腹につくほどに張り詰める。

　先端には早くも露が滲み、朱雀帝の舌で濡らされたそこがひくりと動くのがわかった。

　朱雀帝の声のせいだった。

　父帝の声と似ていたのだ。

　その言い回しもどこか似ていて、源氏はまだ父の御帳台に入れた幼い頃の記憶を蘇らせていた。

　お前の声は美しく愛らしいと褒められ、覚え立ての今様を何度も口ずさんだあの日々を。

　ああ……。

　父上がここにいらっしゃる。

　兄帝の中にいらっしゃる。

　今まで意識していなかったが、兄の声はこんなにも父に似ている。

　指も父に似ている。

　そう認識したとたん、不意に兄帝が父帝と綺麗に重なった。

　その父の亡霊に責められ怯え、兄が乱れたとも知らず、源氏は主上……、と呼んだ。

「主上……、もっと、もっと私を可愛がってくださいませ」

　目を閉じ、自分を犯す者の声だけを聞く。

「ああ、光君。いくらでも……」

　熱く囁く声はやはり父帝に似ていて……。

　源氏はその昔、父帝と侍童の営みを垣間見た光景を脳裏に描き、その時の侍童のように高く腰を突き出した。

　そして誘う。

「早く主上……。私を……」

　双丘に熱く濡れた物が触れた。

　それが父帝の物だと今は容易に思えて、挿って来るのを震えて待つ。

　腰に父と同じ形の指が触れ、引き寄せられ、源氏は貫かれた。

「あああっ」

　一際高い声がせり上がる。その声を止められず、源氏は悶えた。

　やっと……。

　たとえ相手が兄であっても、父と同じ帝に埋めてもらえた。

　そんな喜びに心が震える。

　けれど、これが今だけのことだと頭の片隅ではわかっていた。

　どんなに父に似ていようとも同じ帝であろうとも、兄でしかない相手では本当に満たされはしないのだと。

「光君……。やっと手に入れた私のものだ……」

　激しく抽挿しながら呻くように言う朱雀帝。

　兄は欲して止まない物を手に入れたというのだろうか。

　だとすれば、また私だけが欲しい物を手に入れられないのだ。

　と、源氏は大きくなってきた肉の悦びに翻弄されながらも嘆く。

　この偽りの愛をそれでも生涯手放さなければいいのだろうか。

　いや、考えるな、流されていけばいいのだ。

　源氏は喘ぎながら苦笑する。

　何も考えずに、何もかもを呑み込んで、流されてしまえばいいとついさっき思ったのではないか。

　そう。流されてしまえばいい。

　兄帝の執着がいつか落ち着き、もういらぬと放り出されたとしても、それはそれだ。

　また新たな波に呑み込まれて、流されてしまえばいいだけなのだから。

　潮騒がまた聞こえた。

　源氏は知らない。自分が潮騒を聞いているように、兄帝が雨の音を嵐の音を聞いているとは。


　父に見放された兄弟は渦巻く水の音を聞き、流れ、そして溺れた。　　
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